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1996 年の創刊から約 30 年間、愛読者の皆様とともに歩んでまいりました LIBRARY Information

も、今回 126 号をもって最終号となります。これまでご愛読いただき、誠にありがとうございまし

た。 

今まで掲載してきた内容は、引き続き図書館ホームページにてご覧いただけます。ホームページで

は、図書館の利用方法やイベント情報などを発信しておりますので、ぜひ定期的にご確認ください。

また、X（旧 Twitter）でも図書館に関する情報を発信してまいりますので、併せてご活用ください。 

最終号では、創刊号と第 100 号を掲載いたします。ぜひ、LIBRARY Information の歴史を振り返っ

ていただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 100 号 

東 北 学 院 大 学 

中 央 図 書 館 

中 央 図 書 館 分 室 

コラトリエ・ライブラリー（図書館） 

https://www.tohoku-gakuin.ac.jp/library/ 

100 号は 2015年 2月 1日に発行されました。 

学長、図書館長の言葉や、アクティブ・コートの誕生について記載されています。 

創刊号 

1996 年 12 月３日発行 

創刊号が発行された 1996 年、図書館ホームページも 

開設されました。 

図書館所蔵資料の検索や予約、図書館の利用案内など、 

様々な情報を閲覧できるようになりました。 

また、OPAC の利用方法も詳しく解説されています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 100 号 

2015 年２月１日発行 

第 100 号では、創刊 100 号を記念して、 

当時の学長である松本宣郎先生と、当時の図書館長である 

中川清和先生からご寄稿いただきました。 

また、同年 3 月にラーニングコモンズに先駆けて誕生した 

中央図書館「アクティブ・コート」が紹介されています。 

図書館の情報発信ツール 

新着本のお知らせやスタッフおすすめ本の紹介、 

館内展示のご案内や学生イベントの告知など 

最新情報をお届けします。 

図書館ホームページ 

X（旧 Twitter） 

図書館のお知らせや利用方法、蔵書目録の検索、 

データベースの利用など、あらゆるコンテンツから

授業や課題に役立つ情報収集が可能です。 

https://www.tohoku-gakuin.ac.jp/library/
https://x.com/TGU_Lib


 

おすすめコンテンツをご紹介します。図書館ホームページで充実した情報リソースをご活用ください。 

データベースのうち、学認マーク   があるものは学外からもアクセスが可能です。フリーアクセスの

データベースは、学内外どこからでも自由にご利用いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館ホームページ 

X（@TGU_Lib）  

ホームページからもアクセスできます。 

最新の館内展示、新着本やスタッフおすすめ本の

紹介、イベントの情報をいち早くお届けします。 

調べものに役立つリンク集 

（学部学生向け） 

調べものをしたいときに役立つ 

リンク集です。 

▸全般 ▸経済･金融に関する情報 

▸企業経営に関する情報 

▸法律･判例･行政に関する情報 

▸歴史に関する情報 

▸美術作品などのアーカイブ 

リサーチ・ツールの使い方 

チャートを使って、ニーズにあった 

資料を探せます。 
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「芸術は爆発だ！」という CMでの名ゼリフよりも、「太陽の塔」で有名な芸術家と紹介した方が今の学生達には分

かりやすいかもしれません。若者に人気の歌手が「太陽の塔の下でライブをするのが夢」と公言するほどの強烈なイン

パクトを与えてくれる造形とエネルギーは、「既存の常識や概念にとらわれずに」という私の研究に対する信念を支え

てくれる、文字のない教科書のような存在です。学校では“個性”が大事と教えられて育ったはずのに、社会では“協

調性”が大事…と壮大な自己矛盾を抱えながらこれからを生き抜かなくてはいけない若者たちにぜひこの一冊を。 

              

『ロッタちゃんのひっこし』や『長くつ下のピッピ』などで知られる児童文学作家が、第二次世界大戦のとき書き綴

っていた日記の翻訳です。著者の暮らしていたスウェーデンは、第二次世界大戦に参加しませんでした。しかし、大

戦の影響を受けなかったわけではありません。著者が 1人の主婦として、報道や仕事などを通して見聞きし感じた

ことが、当時の生活ぶりとともに書かれています。1人の女性の目に映る第二次世界大戦、当時の日常生活、さら

には著者の人がらなどが、読み進めるほどに浮かびあがってきます。地名、人名が多く出てきますが、文章そのも

のは平易で読みやすい 1冊です。 

『リンドグレーンの戦争日記 1939－1945』 

（中央図書館所蔵） 

アストリッド・リンドグレーン著,石井登志子訳,  岩波書店，2017 

（コラトリエ・ライブラリー（図書館）所蔵） 

『さいごの色街飛田』 

井上理津子著，新潮社，2015 

地域総合学部・政策デザイン学科 

武藤 敦士 先生 

『若菜集』 

（中央図書館所蔵） 
島崎藤村著 春陽堂，1897 

島崎藤村（本名 春樹）が 1896（明治 29）年から凡そ一年ほどの間、本学に奉職していたことをご存じだろうか。語学教育に注力してい

た本学に、訳読（Translation）と作文（Japanese Composition）の教師として招かれたのである。弱冠 26歳の青年教師であった。 

「まだ上げ染めし前髪の林檎のもとに見えしとき･･（「初恋」）や「名も知らぬ遠き島より流れ寄る椰子の実一つ（「椰子の実」）」、（小諸な

る古城のほとり 雲白く遊子悲しむ（「小諸なる古城のほとり」）は教科書に採録される定番の教材であり、国語の時間に鑑賞した人もいる

だろう。これらを収めたのが第一詩集『若菜集』である。収録作品の多くは本学在職中に作られた。一度、51編の全作品に目を通して教

科書教材となった作品以外に触れ、『若菜集』の世界観を味わってほしい。ヨーロッパの文学思潮を換骨奪胎し、日本の伝統を加えた甘

美な抒情性ある詩風は文学の新たな始まりを予兆させる。藤村は表紙の装丁や挿絵にもこだわりを見せている。幸い本学には図書館や

資料センターに複数の所蔵があり、刊行当時の初版本もある。図書館の活用や詩集の味わい方が広がることだろう。 

文学部・教育学科 

渡辺 通子  先生 

工学部・機械知能工学科 

濱西 伸治 先生 

『今日の芸術 －時代を創造するものは誰か－』 
岡本 太郎著 光文社文庫，2022 

本学教員に、オススメの 1冊を紹介していただきました。 

図書館で借りることもできますので、ぜひご一読ください。 

今後は図書館ホームページで掲載していきます。 

 お探しの本が見つからない場合は、図書館カウンタースタッフへお問い合わせください。 

先生の本棚 

法学部・法律学科 

“飛田新地”は大阪市西成区に所在する遊郭街である。売春する女性が誰にでも見える形で客をとっていること

から、私は隣接する日雇労働者の街“釜ヶ崎”とともに、貧困問題を学ぶフィールドとして多くの学生を案内してき

た。しかし、本書の発刊までこの街の実態を明らかにした文献はほとんど存在せず、知りたいけれどわからないこ

との多い街であった。本書はこれまで明らかにされてこなかったこの街の実態を、関係者への取材と様々な資料

の分析から明らかにしたきわめて貴重なルポルタージュである。本書を読み、この街を訪れ、女性の貧困問題に

ついて考える機会にしてもらえれば幸いである。 

木下 淑惠 先生 

（コラトリエ・ライブラリー（図書館）所蔵） 

https://www.lib.tohoku-gakuin.ac.jp/opac/opac_details/?reqCode=fromlist&lang=0&amode=11&bibid=1001237360&opkey=B171936358535747&start=1&totalnum=1&listnum=0&place=&list_disp=50&list_sort=0&cmode=0&chk_st=0&check=0
https://www.lib.tohoku-gakuin.ac.jp/opac/opac_details/?reqCode=fromlist&lang=0&amode=11&bibid=1001242362&opkey=B171936493642459&start=1&totalnum=1&listnum=0&place=&list_disp=50&list_sort=0&cmode=0&chk_st=0&check=0
https://www.lib.tohoku-gakuin.ac.jp/opac/opac_details/?reqCode=fromlist&lang=0&amode=11&bibid=1001242295&opkey=B171936495438843&start=1&totalnum=5&listnum=0&place=&list_disp=50&list_sort=0&cmode=0&chk_st=0&check=00000

